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納豆用小粒大豆「東北 ¬48号 」の生育特性
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1 1ま じ め に

山形県の大豆栽培面積は 8,200ha(H15)で 、そのほと

んどが豆腐用の中粒大豆である。納豆用としては、
「ス

ズュタカ」の小粒部分が使用されたり、ダイズモザイク

ウイルス抵抗性をA・ Bしか持たない 「鈴の音」や 「コ

スズ」が一部で契約栽培で作られている状況である。

このようなことから、奨励品種決定調査試験の中で山

形県に適した小粒大豆を選定するため
「東北 148号」の

生育特性を検討した。

2試 験 方 法

(1)供試品種 1東北148号、鈴の音 (比較)

(2)供試年次 12001～ 2003(3ケ年)

(3)施肥量べPK(kg/a)=025-075-100

粒状苦±10kg/a

(4)播種期 :6/上

(5)栽植密度 :65cm× 25cm、 2本立、(123本 /ポ )

(6)調査項目:生育調査、収量
.品質調査、粗蛋自含有率

(ケルダールによるN%に窒素蛋自換算係数 625を乗じ

た)、 納豆加工試験 (A社に委託)

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)育成経過

「東北 148号Jは東北農業試験場大豆育種研究室にお

いて、平成 4年にダイズモザイクウイルス抵抗性で耐倒

伏性に優れる納豆用極小粒品種の育成を目標に、
「刈交

778F5」 を母に 「コスズ」を父として人工交配を行い、

選抜・固定を図つた。本県では奨励品種決定調査におい

て平成 12年に「刈系 637号Jで予備試験を実施し、平

成 13年 より生産力検定及び現地試験を実施し、平成 15

年に有望と判定した。

(2)生育特性

1)開花期・成熱期

「鈴の音Jと 比較して、開花期で 1日 遅く、成熟期で 10

日遅い
「中生の中」である。

2)主茎長・主茎節数・分枝数

「鈴の音Jと 比較して、やや主茎が短く (庄内支場で

10cm、 中山町で 15cm、 米沢市で 13cm、 酒田市で 8cm

低い)。 主茎節数は、同程度からやや少ない。分枝は、

同程度からやや多く、倒伏抵抗性は 1ラ ンク強い。

3)最下着葵高

「鈴の音Jと 比較して、最下着葵高が低い (山形農試

で 10 6om、 庄内支場で 7 1cm、 酒田市で 97● m)。

4)収量・ 百粒重

「鈴の音Jと 比較して、収量性は同程度からやや高い

(山形農試で Hl%、 中山町では H3%、 米沢市でも H3

%)。 百粒重は 1l g程度で、「鈴の音」よりも2g小 さ

く、「極小」に分類される。

(3)品質

「東北 148号」は小粒大豆で初めて、ダイズモザイク

ウイルスの抵抗性 として ABCD系 統の抵抗性を持つ

「強」であり、 3ヶ 年の中で試験場・現地においても褐

斑粒は見られていない。外観品質も
「鈴の音」並で、子

実中の粗蛋自含有率は、「鈴の音」並～やや低い。

(4)納豆カロエ試験

県内の納豆製造業者による試作納豆の官能評価では、
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「鈴の音」と比較して、色や外観がよく総合評価も良好

である。

4ま と め

生の中で、耐倒伏性に優れ、収量性が並からやや高く、

納豆用としては初めてのダイズモザイクウィルス抵抗性

が「強」の系統である。極小粒で栽培適性及び納豆加工

適性に優れており、平成 16年度に山形県の奨励品種 (認

定品種)と して採用された。

「東北 148号」は、「鈴の音」と比べ成熟期が遅い中

表 1 東北 148号 の生育、収量、品質調査成績 (山形農試 H13～ 15、 庄内支場 H14～ 15)

試験場所 品種 系統名
開花期 成熟期   生育中の障害程度D 主茎長

Jシ

魃事

主

義

節
分枝数 纂嚢

月日  月日  倒伏  蔓化  ウイルス 立枯  (cm) (cm) (節 ) (本 )(/r)

子実重 百粒重 外観

(kg/a) (81 
品質
D

東北148号
山形農試

鈴の音

803  1014   03    00   10   07   672   106   155   59   1651  350   112

802   1004    15    03    1 7    00   689   158   155    56   1231   315   130

″
　
田

庄内支場
東北148号 801 1010

鈴の音  731 1003

00    00    00   586   7 1    165    56   2057  280   100

00    00    05   687   116   164   49   1290   284   114

５

　

Ю

４

　

３

５

　

．Ｄ

０

　

１

1)障害程度 1無0～甚5

2)外観品質 1良 1～不良10

表 2 東北 148号の現地試験成績 (H15)

試験場所 品種名 開花期 成熟期 主茎長 ヽ幕裏
主
義
節
分枝数
稔
嚢
素
子実重 百粒重 等級

月日  月日 (cm) (cm) (節 ) (本) (/ぽ) kg/a  (o
東北148号 807  1015 489  148  148  49  1516  300  111  1下

中山町
鈴の音 808   1007   648 152    52    904    265    134 1下

東Jヒ 148f計  806   1016   734 150    87    1667   252    112 2上
米沢市

鈴の音 730   1009   863 177    68    1285   224    13 1 2上

東北148号 802 1007 541 97 152    43    1584    156    87 1中
酒田市

鈴の音 803   1009   625 161    53    1134   282    114 1中

表 3 褐斑粒の発生状況
東北148号 鈴の音

戦
訃 )憚炉曇[5] 重麗電機貧饗 H13   400    206    184H14  404   202   186

H15  390

41 9      196      18 0

397     21 0     197

401H13 34 2/3 07

H14 1/3
Dケルグールに るヽN・ .に空素蛋白換算係榔 25を栞した

2)ソ ックスレー法 {こよる

3)フェノール薇酸法に 1る

2/5

1)調査箇所 H13及 びH14■、山形農試・庄内支場 中山間農業研究部

H15は 山形慶試 庄内支場 中山町‐来沢市 洒日市

2お斑粒発生程度1無 1～甚5の発生程度の平均値

3)外観品質:良」～不良0

表 5 納豆加工による官能評価

色  外観  香り 糸引き 味 硬さ 総合

東北148号 081 081 067 067 067 048 052

鈴の音  062 086 062 091 067 052 043
平成15■3月 5日 実施 パネラー 21人

14年山形晨試産大豆を原料に県内メーカーA社が製造

官能評価 :各項目について5段階(2～■2)で評価した平均値

表4 子実中の各成分の含有率
東北148号             鈴の晉

年度 粗蛋白D 粗脂肪〕 全糖柳   粗蛋白  粗1旨肪  全構

日 1 左 :東北 148号 右 :鈴の音
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